
１ 事業目的

(１) 学校教育あるいは地域における青少年スポーツ活動の関係者が、それぞれの立場で

連携・協力し、「する・育てる・支える」スポーツ文化の循環サイクルの構築を目指す。

(2) 中学生にとって望ましい持続可能な運動部活動と地域クラブ活動の推進・連携を図る。

(3) 令和６年度４月の新設中学校の開校を好機ととらえ、現３中学校部活動が連携・協力し

合い、開校に先駆け、合同練習会や合同部活動ができる体制や学校と地域が融合した

指導・支援体制を構築する。

(4) 地域指導者の人材発掘と育成を図り、指導体制の拡充を図る。

(５) 「休日の部活動地域移行」や「ジュニアユーススポーツ推進体制」に関する検討を行う。

（合同部活動の推進に関する実践研究）



２ 具体的内容

(１) 町内３中学校の合同部活動及び拠点校部活動の実施

(２) 合同部活動での合同練習会の計画的な実施や大会参加

(３) 白石町部活動検討委員会及び部活動競技別検討部会の実施

(４) 白石町ジュニアユーススポーツ推進研修会及び説明会の実施

(５) JSPO公認スポーツ指導者資格取得の奨励と指導者育成

(６)  「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する

総合的なガイドライン」（白石町版）に関する協議・検討

(７)  白石町立中学校に係る「部活動の方針」の改訂

３ 令和５年度予算額 2,913,150円
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5/1８ 第４回検討委員会

7月中旬 第５回検討委員会

9月中旬 第６回検討委員会

10月 ジュニアユース
スポーツ推進研修会

（兼：第７回検討委員会）

1月下旬 第８回検討委員会

＊「地域運動部活動推進事業」概要説明
＊R6 新設中学校部活動開設種目の協議
・「学校」部活動開設における原則
・「条件」「方向性」の検討

＊「部活動の方針」（改訂案）の要点整理

＊「合同部活動実施要項」の協議
＊「合同部活動」推進体制の検討

＊R6 新設中学校部活動開設種目の協議
・開設種目の決定
＊「部活動の方針」（改訂案）の審議・協議
＊「部活動運営計画（案）」の検討・協議

＊R6 新設中学校部活動開設種目の公表
＊「部活動の方針」（改訂案）の承認
＊合同部活動・拠点校部活動実施状況報告

＊「白石町における部活動の地域移行に向けた取組」

＊「白石町部活動地域移行推進計画」の検討
＊新白石中学校 「部活動運営計画」協議

7月 第1回競技別検討部会
＊開設種目の「条件」「定義」

の確認
＊合同部活動実施計画作成
＊顧問及び地域指導者の連携

10月 第2回競技別検討部会
＊合同部活動・拠点校部活動

実施状況報告
＊諸課題に関する情報共有

1月 第3回競技別検討部会
＊新「部活動運営計画」及び
「部活動地域移行」に関する
情報交換

5月３１日（水）
＊教職員向け説明
・合同部活動
・地域移行

6月
＊地域指導者公募

8月
＊「部活動開設」「合同
部活動」「拠点校部活
動」に関する広報誌発
行

10月～11月
＊新入生説明会
・部活動開設
・地域クラブ活動
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令和５年度 部活動検討委員会及び競技別検討部会 実施計画



白石町立学校に係る「部活動の方針」（改訂）の要点

Ⅰ 学校部活動
１ 適切な運営のための体制整備

（１）学校部活動に関する方針の策定等

〇 校長は、「学校の部活動に係る活動方針」を策定し、活動方針、活動計画及び活動実績を公表

〇 部活動顧問は、年間並びに毎月の活動計画及び活動実績を作成し、校長へ提出

（２）指導・運営に係る体制の構築

〇 必ずしも教師が直接休日の指導や大会等の引率に従事しない体制を構築

〇 部活動指導員や地域指導者の積極的な任用⇒部活動指導員等が指導と大会等の引率を担当

２ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進

（１）適切な指導の実施

〇 運動部活動の文化部活動ともに休養等を適切に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を行う。

３ 適切な休養日等の設定

〇 スポーツ医・科学の観点からのジュニア期におけるスポーツ活動時間に関する研究も踏まえ、従来と同様

の基準（活動時間、休養日、休養期間）を設定

〇 学校部活動以外の多様な活動を行うことができるよう、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）を設定



４ 生徒のニーズを踏まえたスポーツ・文化芸術環境の整備
〇 気軽に友達と楽しめる、適度な頻度で行える等多様なニーズに応じた活動を行う環境の整備
【具体的な例】
運動部活動 ア 複数のスポーツや季節ごとに異なるスポーツを行う活動

イ 競技・大会志向でなくレクリエーション志向で行う活動
ウ 体力つくりを目的とした活動
エ 生徒が楽しく体を動かす習慣の形成に向けた動機付けとなる活動

文化部活動 ア 体験教室などの活動
イ レクリエーション的な活動
ウ 障害の有無や年齢等に関わらず一緒に活動することができるアート活動
エ 生涯を通じて文化芸術を愛好する環境を促進する活動

〇 運動、歌や楽器、絵を描くことなどが苦手な生徒や障害のある生徒の参加
ア スポーツ・文化芸術等に親しむことを重視し、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にすること
イ 過度な負担とならないよう活動時間を短くするなどの工夫や配慮

〇 生徒の自主的・自発的な参加
ア 生徒の意思に反して強制的に加入させることがないように配慮
イ 活動日数や活動時間の見直し
ウ 特定の種目・部門だけでなく、様々な活動（スポーツ・文化芸術や科学分野の活動、地域での活動）を

同時に経験できるよう配慮

５ 学校部活動の地域連携
〇 学校部活動だけでなく、地域で実施されているスポーツ・文化芸術活動を周知
〇 生徒が興味関心に応じて、自分にふさわしい活動を選べるよう配慮


